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＜英文要旨＞

38Yogo-teachersattheelementaryschoolandthejuniorhighschoolwhei℃thestudentwasacceptedasacadet

teacherwereabletocooperateintheinvestigationinspiteofabusyscheduleatthefirsttermof2005fiscalyear,and

tocollectvaluabledata.

Howtousethepersonalcomputerintheschoolhealthroomwasinvestigated.

Meritsanddemeritsofthepersonalcomputerusebecameclearasai℃suit.

Asforthemerit,workisi℃duced,andthecorrectioniseasy,etc.

Asforthedemerit,timeandthelabortomasteritarenecessaryandbreakdowns,etc.

BecauseYogo-teacherisbusy,thecomputerliteracyshouldbemasterintheschooldays.

IamgoingtodocurriculumdevelopmentaboutcomputerliteracyofaYogo-teachercourseinfutui℃．

＜日本文要旨＞

平成17年度前期に、本学の学生を養護実習生として受け入れて下さった、小学校・中学校の38名の先生方は、

お'忙しい中調査にご協力下さり、貴重なデータが収集できた。

保健室でのパソコンの使い方を調査した。

成果としては、パソコン使用の功罪が明らかとなったことである。

良い点としては、「修正が容易」「作業の軽減」等である。

悪い点としては、「使いこなすための時間と労力」「機械トラブル」等である。

養護教諭の職務内容は多岐に渡り忙しいので、学生時代にパソコンは使いこなせるようになっていることが肝

心であると考えられる。

そこで、今後の課題としては、養護教諭養成課程における、情報基礎演習と情報処理演習の授業内容を改善す

ることであると考える。

1．研究動機

本学では、養護教諭養成課程が出来て、今年で7年

目を迎える。その間、養護実習を終了し、教育現場の

実際を体験してきた学生から、カリキュラムの改善、

改革の要望が出された。その内容は、日本教師教育学

会第12回研究大会より発表してきた。既報告')~'0)は、

主に養護教諭養成における実践的指導力形成に関する

研究として、総論的なものであった。

これまでの養護実習先での学生に対する訪問指導を

通して、養護教諭の先生方からお話を伺う中で、これ

からは各論的な部分でのカリキュラムの改革、改善が

必要ではないかと実感した。

また、養護教諭の先生方に伺ったところ、養護教諭

の職務内容は、多岐に渡っており、ことにここ最近、

以前と比べ、心のケアなど、時間を充分にとって話を

聞く必要があることが増えている。また、学校現場で

は、コンピュータの導入'')により、パソコン利用が進

んでいることも考えられる。'2）

そこで、本学では、情報基礎演習、情報処理演習を
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担当していることから、その授業内容を一般的なもの

だけではなく、養護教諭に必要な情報処理技能に特化

して行うことを考えた。これは、より実践に近い教材

を使うことは学ぶ意欲や動機付けに有効であることが、

栄養士養成における情報処理教育の教材に関する研

究'3)で明らかとなったためである。

これからの養護教諭を養成することにおいては、実

際の保健室の情報化の現状を調査し、実践で役に立つ

情報処理技能の修得過程を検討して、今後の養護教諭

養成に役立てたいと考えた。

2．研究の目的

(1)保健室の情報化がどのように行われているか、

その実態を明らかにする。

（2）保健室の情報化の実態を踏まえ、養護教諭養成

課程における情報処理技能の修得過程を検討する。

（3）養護教諭養成課程における情報処理技能の修得

過程を通し、学生が実際に実践で役に立つ、情報

処理技能が身についたと実感できているかを、明

らかにする。

3．研究方法

(1)学生の実習先である小学校・中学校・高等学校

の養護教諭の先生方に対し、保健室の情報化につ

いて、アンケート調査を実施し、様態を分析する。

（2）保健室の情報化の実態に基づき、今後の養護教

諭養成課程における、情報基礎演習と情報処理演

習の授業内容を検討する。

（3）養護教諭養成課程における、情報基礎演習と情

報処理演習を受講した学生に対し、実践で役に立

つ情報処理技能が身についたと実感できているか、

アンケート調査を実施し考察する。

4．結果の考察及び成果と課題

（1）学校の情報化

文部科学省「情報化の進展に対応した初等中等教育

における情報教育の推進等に関する調査研究協力者会

議」'4)の最終報告（以下「最終報告」という）が、平

成10年度に出された。それによると、資料lに示すと

おり、平成12年度以降の整備計画として、校務の情報

化を進めるために保健室、進路指導室、職員室等にも

コンピュータを設置するということである。

また、学校の情報通信ネットワークの整備は、すべ

ての学校をインターネットに接続する計画に、平成13

年度までにすべての中・高等学校、特殊教育諸学校、

平成15年度までにすべての小学校とある。

文部科学省報道発表一覧「学校における教育の情報化

の実態等に関する調査結果」11)(以下「報道発表」と

いう）によると、資料2に示すとおり平成16年度現在、

学校のインターネット接続率は99.9％とあり、「最終

報告」で示された計画通りに進められていることがわ

かる。

資料2文邸科学省岨週発表一貫『学校における散両の愉圏化の実鰹等に関する国査緒果j
報道発表

2．インターネットへの接続状況等
（1）学校の接綴状況等（平瞳’7年3月31日現在）

注1）上段（）吾きは．鋪年度の歓纏を嚢す．
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しかし「報道発表」から、保健室のコンピュータ整

備状況を見てみると、盗料3に示すとおり全体で27％、

小学校23％、中学校19.4%、商等学校c.d.rv,となって

いる。コンピュータ現有台数に対するインターネット

接続台数の割合は、小学校、中学校、高等学校の何れ

も、7割を超えたにすぎないのが現状である。この

｢報道発表」から、校務の情報化を進めるために、保

健室等にもコンピュータを設世する計画は、あまり進

んでいないことがわかる。

資料4
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資料3 （7）セキュリティ上の対簸（個人所有のルール） (平症17年3月。18現在）
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（2）保健室の実態調査

①調査項目

表1のとおり、養護教諭を取り巻く環境要因及び保

健室の実状について、回答選択式と自由記述による調

査を実施した。

②調査対象者

平成17年度前期に本学の学生を養護実習生として受

け入れて下さった小学校・中学校・高等学校の養護教

諭の先生方

③調査方法

口頭及び紙面による予備調査を行い、その後紙面に

よる調査を実施した。

（3）－②ネットワーク対応状況（詩言増所瑞台哉中学校）
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（3）－③ネットワーク対応状況（設渡珊所別台数忘暮学校）
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また、資料4に示すとおり個人所有のコンピュータ

について、仕事上必要なため学校で使うことがある教

員の割合は、全体で56.6％とあり、そのうち学校のネ

ットワークに接続して使っている教員の割合は、

27.7％とある。セキュリティ上の対策として、個人所

有のコンピュータについて、学校上のルールで接続が

禁止されている割合は、全体で36.6％、学校のセキュ

リティルールに従えば可能である割合は、39．9％、特

に規制はない割合は、23．4％であった。

今年度より個人情報保謹法が施行となり、情報の漏

洩等特に気を付けなければならない教育の現場におい

（3）調査結果及び考察

平成17年度前期に、本学の学生を養護実習生として

受け入れて下さった、小学校・中学校・高等学校の養

護教諭の先生方45名に対し、調査依頼をしたところ38

名から回答があり、回収率は84.4％であった。

①養護教諭を取り巻く環境要因

表lのとおり、養護教諭を取り巻く環境要因として、

学校種別、児童生徒数、教職員数、所在都道府県名、

勤続年数、パソコン使用年数を調査した。

学校種別では、小学校25校、中学校13校であった。

表2のとおり、児童生徒数では、100人未満は、2校
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表1義護教諭を取り巻く環境要因及び保健室の実情調査用紙 図1

勤続年数別

勤続年数

及んだ。

勤続年数では、10年以上の先生が8割近くとなって

おり、養護教諭としての経験年数を諭んだベテランの

先生方のご指導を受けていることが明らかとなった。

パソコン使用年数を、10年で区切ると10年以上か10

年未満かは、45％と55％でほぼどう割合である。パソ

コン使用年数10年未満を細かく見てみると、図1に示

すとおり、勤続年数4年以上10年未満では8名中6名

が、10年未満であり、ほとんどが勤続年数＝パソコン

使用年数であった。これに対し、勤続年数30年以上で

は、10名中8名が10年未満であり、その内7名が5年

以下のパソコン使用年数であった。中には「スポーツ

振興センター業務がパソコンでとなったため、この夏

から勉強をはじめる」という勤続年数30年以上の先生

のコメントがあった。

②保健室のパソコン実態調査

保健室のパソコン実態調査では、表3に示すとおり、

保健室にパソコンがある割合は、79％であった。この

内インターネットに繋がっている割合は、37％であっ

表2蕊護教諭を取り巻く環境要因
38名[#】

表3保健室パソコン実態調査結果
測名中

とも栃木県の小学校であった。1000人以上は、千葉県

の小学校であった。都道府県自治体によるものと考え

られるが、概ね900人を超えると養護教諭は2名配置

となるため、千葉県のこの小学校も養護教諭は2名配

置であった。

教職員数は、未記入の所もあり、学校規模に対して

適正な人数が配置されているものと考えられるため、

今回の調査結果からは割愛した。

所在都道府県では、養護実習の受け入れ先として、

東京都以外は母校でお願いしているため、本学の学生

が関東近県から通学していることもあり、1都8県に
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o印をつけるか肌外的胆ご妃入ください．（撹散岡許Gln

予牧細別小争佼B1I学院高”佼

肥伍・生従故名

較駆11敗秘

所従極遁M1剛秘

助暁耶改fI

パソコン肥jM耶敬邪

倣他証にパソコンがあり漁すかはいいいえ

側此憩のパソコン↓ユインターネッI･に緊がってい喉す･かはいいいえ

尿仙斑のパソコンは争佼で段匿さｲ'たものですか学岐鋼人肺ち込み

侃雑激鼠協にパソコン奄使ってい進V.か賊いいいえ

侃健菰畠防にパソコン燈仙う効隅

1．愚閥の助唯化Z･データの飲胤的迅暖による効鵬《叶鍋側的に兜諏翠田が分かるなど）

3．グラフ化り・ることによる視紘的幼果4．データや文湧の茜帆による配鉛的効果

5．文得＆鯛＊にすることによる効繋0．閃倣尾鋼鋳果7．例偲伸入によら視靴的効梁

8．その他（）

保健遼震閥瞳パソコンを伐っている増合どこにあもパソコンですか促鯉竃佼内

…････,・冠言上亀上ソフトを催うてい寵すかはい61いえ
再互画寺〃

使 っている蝋岱のソフ1．名ばぐくみえがおそ･の他（）

保健竃顧鴫内浦でパソコンを出っていること

1．健鷹齢麟のデータ処題藍文謁伸醒3．洞州11り（侭襲・金曜・研究）4．保健室のホームページ

6．その他（）

倣健灘窟路をパソコンでfﾃうとでどのよ響な賎隆が必圃ですか

1．澱21算(Ezml岬）2．グうブイ1,眠《職z唾l辱）3．文密1W速(Ⅷfd－大尾等）

4．蝿承作成（1℃ロゼr1℃int辱）3．ホームベージ作艇6．その他（〕

どのようなことはむしろパソコンを使わず．P作要の方がよ↓hとｵ鐸えですか

1．急差置号詩子どもたちに見せるものZ，侃湯樹への逼勉3．公文得

, 1．その他（》

その唖山

パソコンを艦う風い麹．患い血．改梼良などごn曲に曲解さく瞳さい．
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た。保健室にパソコンがある割合は、「報道発表」の全

体で27％に対して高い割合である。しかし、保健室の

パソコンは学校で設置されたものかどうかとなると、

学校で設置されたものは42％に過ぎない。その他や両

方を含めると58％が個人の持ち込みということになる。

個人の持ち込みは「報道発表」でも全体で56．6％と

同じような割合であった。また、表8の改善点に示さ

れているとおり、「PCが保健室備品として認められて

いない」現状があり、「保健室にPCを設置しインター

ネットにも繋がっているとよい」という要望が出され

ることとなるのは必定と考えられる。

保健室業務にパソコンを使っている割合は、95％

(36名）であった。使っていない2名は、何れも勤続年

数30年以上で、パソコン使用年数は1年未満、児童生

徒数は100以上2㈹未満の学校であった。保健室業務を

どこにあるパソコンで行っているかについては、75％

が保健室と答えていた。その他1名は家で使用とあり、

その理由としては、学校では子どものいる間はできな

いとあった。研究動機でも述べたとおり、養護教諭の

職務内容は、多岐に渡っており、表8の悪い点に示さ

れているように、パソコン使用の功罪が明らかとなっ

た。

保健室業務用に開発されたソフトを使っている割合

は、63％であった。使っているソフトは84％が「えが

お」であった。表8の良い点に示されているとおり、

｢専用ソフトを使うと簡単にできる」ので、業務の効率

化が図れることになるが、専用ソフトは1本4～5万

もするため、表8の悪い点に示されているとおり、「お

金が掛かる」ことになり、コンピュータ整備と同じよ

うに、必ずしも専用ソフトを入れてもらえるとは限ら

ない現実が伺える。

表4保健室業務にパソコンを使う効果
”抑ID

1．貫傍の効車化 “％ 鋤名

2 データの政且的処唖による効果（時系列的に発達過羅が分かるなど） 75％ 27名

3 グラフ化す・ることによる視覚的効果 “％ ”名

4 データや文密の甚頓による記録的効果 鰯％ 31名

5 文番を幡宇にすることによる効果 42％ 15名

6 間像圃巣効果 ”％ 12名

7 画繊神人による劉覚的効果 42％ 15名

8 その他 メール、敏材作成

③保健室業務にパソコンを使う効果

保健室業務にパソコンを使う効果としては、表4に

示すとおり「データや文書の蓄積による記録的効果」

を上げる先生が86％と最も多かった。次いで「業務の

効率化｣83％であった。「グラフ化することによる視覚

的効果」「データの数量的処理による効果」は、70%

を超える先生方が上げていた。「文書を活字にするこ

とによる効果」「画像挿入による視覚的効果」「画像編

集効果」は、40％近い先生方が上げていた。この結果

から画像処理は、あまり行われていないのではないか

と推察された。

表5保健室業務内容でパソコンを使っていること
蛎名110

I 健蝋鯵断のデータ処踊 94％（34綴》

2 文魯作成 94％（34名）

3 置糾作り（授婁・公錨・研究） 1”％《郷名）

4 保健室のホームページ 11％《4名）

5 その他 利用妃蝕．委貝会活動、恥b

保健室業務内容でパソコンを使っていることは、表

5に示すとおり、保健室業務でパソコンを使っている

先生全員が「資料作り」と答えており、次いで「健康

診断のデータ処理」「文書作成」が94％であった。「保

健室のホームページ」は11%で、あまり作成されてい

ないことが示唆された。その他としては、利用記録が

数名、委員会活動、ホームページによるデータ発信や

送受信であった。

表6保健室業務をパソコンで行う上で必要な技能
諏名中

1．我川算(Ez“l尋） 92％（33名

2 グラフ作成(Ex“I等） 92％（33名

3 文由作成(恥rd一太郎等〕 94％（34名

4 側永作成（恥werPoint等） 64％（23名

5 ホームページ作成 19％（7名》

ti その他 ﾃ゙ ﾀーーﾍ゙ ｽーｿフ ．”eMnkcr(健康捗断夙配人)、恥b

保健室業務をパソコンで行う上で必要な技能として

は、表6に示すとおり、「表計算」「グラフ作成」「文

書作成」は、90％以上の先生方が必要な技能と答えて

いた。「ホームページ作成」は、19%とここでもまた、

ホームページ作成はあまり必要とされていないことが

示唆された。

④パソコンを使わず手作業の方がよいもの

パソコンを使わず手作業の方がよいものとしては、

表7に示すとおり、47％の先生方が「保健便り等子ど

もたちに見せるもの」と答えていた。その他では、個

表7パソコンを使わず手作業の方がよいもの

犯名中

1．保健便り等fどもたちに見せるもの 47％（11名）

2．保鐙瀞への通知 0％（0 i）

3．公文画 0％（0 》）

4．その他 個別文罫、鹿~ド掲示物、樹極、手選敏

材・立体械材、ポイント、ｹｰｽパｲｹｰｽ

屈曲 頻度数

岡かさが伝わる 8

メッセージが受け入れられやすい。気持ちが伝わる 5

隣んでもらえる 2

Wfりのぬくもり感がある 2

18を引く

そ･の人らしさが浅現できる

再校は毛筆の方がよい

火きいサイズの印瑚ができるプリンターがない

叩問を気にせず簡単にできる

閏しみやすい

乎作藁の方がよいと思われるものは特にない 2
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表8 パソコンを使う良い点、悪い点、改善点
30名中

艮い負 凹庖草 思い点 哩宙蛍 敏■a

修正が糎昌 0 使いこなすための時田と働力 ⑥ 魯惣凸晩旬士や■■貝で樫力する体餌

作蕗の鯉減 ツ 子どもがいる間1までcないので箪での作■ これからの衝哲毎墳には必要

ヂータ処、後の町察が容昌 Z ■人捕嘘に画する■■飾力.守秘■葡専白色口軽9t問われる 4 行政樋翼に封する申箇等オンライン化される

子どもに側わる時朋を作り出すためにもPCでの作禽1号より舞蘭の薗車化が図れも 4 母■宣にPCがないとあるところへ行かなければ唯らむぃ 像■宣』二PCを段■しインターネッHこも鱗がっているとよい

インターネットで必要唯箕料が取り出せも 、ぎの崎にすぐ対応でeない p“1侭■宮■昼とl･て屈められていない

醜みやすい 念 掻樋ﾄ9プル 2

専用”卜を使うと廟阜にできる パソコンに肉かうていると子どもの射嘩がでQないので｡時間のあると宙しかで倉ない

晒解さ恥やすい パソコンに向かう畳を子ども鮒見てどうgうか心理

朗遭も,が少孝い パソコンで作丘したものは廿口じに見えて親父に餓える効昌が低下してし車9

データの側ら画びが専呂 パソコンで怖屈するために筒聞を使い手どもの対応がおろそかになることはよく恋い

阻字を写れる

毎《ことが位廼'二なる

囚かみに欠ける

1日の大単パソコンに向かっていることもよくある

文字に唾わいがない

届字は観んでもらえ勉い

〃倉が掛から

別文書が数名、廊下掲示物、看板、手芸教材・立体教

材といったパソコンでは作れないものであった。その

理由としては、「暖かさが伝わる」「メッセージが受け

入れられやすい．気持ちが伝わる」「手作りのぬくも

り感がある」等、パソコン作成による画一的なもので

は伝えにくいことであった。しかし、「手作業の方が

よいと思われるものは特にない」という回答もあり、

個人の見解によるものと考えられる。

パソコンを使う良い点、悪い点、改善点は、表8に

示すとおりである。良い点としては、「修正が容易」

｢作業の軽減｣等、パソコンを使うならではの回答であ

った。悪い点としても、「使いこなすための時間と労

力」「機械トラブル」等、パソコンを使うならではの

回答であった｡改善点としては、これからは「行政機

関に対する申請等オンライン化される」傾向にあり、

｢養護教諭同士や教職員で協力する体制」が望まれ、

｢これからの養護教諭には必要｣と考えられていること

が示唆された。改善点に示されている、「PCが保健室

備品として認められていない」ために、悪い点に示さ

れている｢保健室にPCがないとあるところへ行かなけ

ればならない」ことになり、子どもの対応がおろそか

になる悪循環を生むことになると考えられる。良い点

と悪い点を比較すると、「子どもに関わる時間を作り

出すためにもPCでの作業により業務の効率化が図れ

る」と「パソコンで作成するために時間を使い子ども

の対応がおろそかになることはよくない」と相反する

回答となっていた。職業についてから必要な技能を修

得しようとすると、本来やらなければならない仕事よ

り、技能修得に時間と労力を要してしまうことになる

ことが伺える。これから養護教諭になろうとする人た

ちには、ぜひとも学生時代に身につけてもらいたい能

力であると異口同音に回答が寄せられた。また、良い

点として「データの持ち運びが容易」という回答があ

ったが､「個人情報に関する管理能力、守秘義務等自己

責任が問われる」という悪い点としての回答もあり、

先にも述べたとおり個人情報の管理の点からも、保健

室へのコンピュータ整備が進み、セキュリティの面で

も養護教諭一人の問題ではない対策が急がれるべきで

あると考えられる。

（4）成果と課題

平成17年度前期に、本学の学生を養護実習生として

受け入れて下さった、小学校・中学校の38名の先生方

は、お‘忙しい中調査にご協力下さり、貴重なデータが

収集できた。

その中で、成果としては、パソコン使用の功罪が明

らかとなったことである。養護教諭の職務内容が多岐

に渡り、事務処理の効率化のためには、パソコンはな

くてはならないものとなっていくことが考えられる。

しかし、パソコンを使いこなすために時間と労力を使

い、最も時間を掛けなければならない子どもへの対応

がおろそかになるようでは、本末転倒ということが考

えられる。多くの先生方のご指摘にもあるとおり、学

生時代にパソコンは使いこなせるようになっているこ

とが肝心であると考えられる。

現段階では、保健室のホームベージに関しては、あ

まり必要とされていないことが示唆されたが、これか

らは必要となってくることも考えられる。

保健室業務用に開発されたソフトを使えることが望

ましいが、全ての学校がそうなるとは限らない現実が

あるので、保健室業務をパソコンで行う上で必要な技

能の調査結果にもあるとおり、少しでも事務処理の軽

減を図るためにも、基本となる文書作成と表計算は、

使えるようになっていることが望ましいと考えられる。

－84－



そこで、今後の課題としては、養護教諭養成課程に

おける情報処理技能の修得過程を検討し、情報基礎演

習と情報処理演習の授業内容を見直し、養護教諭の職

務内容に沿った教材を使い、学生が実際に実践で役に

立つ、情報処理技能が身についたと実感できているか

を、明らかにしていきたいと考える。

終わりに予備調査にご協力下さいました渋谷区立神

南小学校寺崎裕子先生、帝京大学小学校脇山美希先生、

はじめ本調査にご協力下さいました小学校・中学校の

38名の先生方に深謝申し上げます。また、本文寄稿に

あたりご教示下さいました本学宍戸洲美先生、佐島群

巳先生、黒田圭一先生、他多くの方に深謝申し上げま

す。また、本研究は日本教師教育学会第15回研究大会

(2005年9月、北海道）において発表した。
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